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令和８年松本市議会６月定例会 

市 長 提 案 説 明 

[8.6.8(月) 13:30] 

 

 令和８年松本市議会６月定例会を招集しましたところ、議員の皆様

にご出席をいただき、厚く御礼を申し上げます。 

 提出議案の説明に先立ちまして、所信を述べさせていただきます。 

 

全国で住宅地や市街地に熊が出没する事案が多数発生しています。

先月以降、松本市内でも人の生活圏で熊が目撃される情報が相次ぎ、

人身被害を防ぐために迅速な情報提供と注意喚起に努めています。 

昨年度、全国の熊による人身被害が過去最多となったことを受け、

政府は、市街地周辺で緊急銃猟を行うことについて、一定の条件の下

に市町村長の判断で可能とする法改正を行いました。 

この法改正に合わせて、松本市では、今年４月に野生鳥獣出没対応

マニュアルを見直し、緊急銃猟が必要な場合も含め、迅速かつ適切に

対応し、被害の発生を未然に防止するための態勢を整備しました。 

マニュアルでは、市民の生命を守ることを最優先に、リスクの大き

さを６段階に分け、関係機関との連絡態勢や住民への注意喚起を行う

基準を定めています。 

今回改定したマニュアルを元に、人身被害につながるおそれがある

と認められる場合には、所管する森林環境課だけでなく、危機管理部

や秘書広報室、学校教育課や保育課を含めた全庁的な体制で、地域住

民への迅速な情報提供や報道機関への必要な対応を行ってまいりま

す。 

 

 次に、松本市の待機児童について申し上げます。 

 入所資格がありながら保育施設に入れない、いわゆる待機児童が、

今年４月１日現在ゼロになりました。待機児童がゼロになったのは、

平成２９年以来９年ぶりのことです。 

 また、入所できる施設はあるものの、特定の施設を希望するなどの

理由で入所できていない、いわゆる潜在的待機児童は、昨年より２０

人あまり少ない３１人で、平成３０年以降で最も少なくなりました。 

 １０年前に待機児童が表面化してから、松本市では、少子化の進行

で全体の在園児数は減少傾向である一方、共働き世帯の増加などに

よって、３歳未満児の在園児数は増加し、潜在的待機児童も含めた待

機児童の９０パーセント以上が３歳未満児となっています。 

 このため、公立保育園の正規保育士の採用増加と処遇改善に取り組
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むとともに、３歳未満児の受入れに特化した民間の地域型保育事業所

の開設を積極的に進めてきました。 

 地域型保育事業所は、昨年５月に１０か所目が開園したのに続き、

今年４月から９つの園が開設し、新たに１５０人近くの受け皿を確保

できたことが、待機児童の解消につながったと考えています。 

 来年度、更に３園が開設を予定していまして、松本市は、引き続き

民間の参入を促しながら、「共働き共育て」がライフスタイルの主流

となっている現状を踏まえ、誰もが希望する保育を受けられる環境を

整えてまいります。 

 

松本駅から新島々駅を結ぶアルピコ交通・上高地線は、日本屈指の

山岳リゾート・上高地へ向かう観光路線であるとともに、西部地域に

暮らす住民の通勤・通学に欠かせない生活路線であります。 

しかし、同じ距離の運賃を比べると、ＪＲとは最大で３倍程度の開

きがあり、中学生や高校生を育てる世帯から、運賃の引き下げや公的

な助成を望む声が寄せられていました。 

上高地線沿線の中高生を対象とした通学支援について、松本市は、

これまで当面の財政状況やアルピコ交通の経営状況を踏まえ、将来的

課題として交通部内で検討を行ってきました。 

こうした中、子育て世帯の負担軽減や公共交通の利用促進を図るた

めに、公設民営バス「ぐるっとまつもと」の通学定期券の割引率を今

年３月から１０パーセント引き上げたこと、来年３月からは上高地線

にＳｕｉｃａが導入されるのに伴い、上高地線の通学定期券の料金が

実質的に引き上げとなることに鑑みまして、来年４月から中高生の通

学支援の実施に踏み切る方針を決めました。 

支援額は、最大で３倍程度あるＪＲの通学定期券との格差を、２倍

程度に抑えることを目標に設定します。これによって、大勢の子ども

が上高地線を利用し、将来にわたって生活路線としても充実・発展し

ていくことを期待しております。 

 

松本市では、今月、６月１日から、長野県とともに宿泊税の徴収を

スタートしました。食事代などを除く宿泊料金が１人１泊６，０００

円以上の場合に課税され、松本市と長野県にそれぞれ１００円ずつが

納められます。 

松本市には、昨年およそ５００万人の観光客が訪れ、このうち宿泊

した外国人旅行者は３９万３，０００人に上り、コロナ禍前の令和元

年と比べて２倍以上に増えています。 

こうした観光需要の高まりを踏まえ、宿泊税については、国際文化
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観光都市としての価値を高め、市民生活と調和した持続可能な観光振

興を図る事業に充てる方針です。 

とりわけ、災害や大事故が発生した際に、外国人を含めた旅行者の

安全を確保して被害を最小に抑える、観光危機管理体制の整備が急務

となっていることから、観光危機管理マニュアルの策定に加え、松本

駅東西自由通路にデジタルサイネージを設置する経費を、宿泊税を財

源として補正予算に計上しています。 

お城口広場に向かう階段の正面に設置するデジタルサイネージは、

緊急時に多言語で避難や防災に関する情報を発信するほか、日常では

観光・イベント情報の発信に使用していきます。 

全ての皆さんにとって、安心で快適な「三ガク都」であり続けるた

めに、適宜適切な宿泊税の活用を図ってまいります。 

 

 次に、オーストリア・ザルツブルク州との交流について申し上げま

す。 

モーツアルト生誕の地として世界的に著名なザルツブルク州とは、

民間団体の交流を契機に、昨年３月、当時のハスラウアー州知事から

友好を深めたい旨の提案をいただき、本格的な交流が始まりました。 

 その後、５月に阿部議長とともに大阪・関西万博の会場で副知事ら

関係者と会談したのに続き、７月に世界三大音楽祭の１つと言われる

ザルツブルク音楽祭にお招きいただき、アルプスに抱かれた世界遺産

の街並みと音楽の聖地としての歴史を体感してまいりました。 

 さらに、９月には１世紀以上の歴史をもつマリオネット人形劇が松

本市で上演され、市民の皆さんにザルツブルクの芸術文化に触れてい

ただきました。 

 このたび、ザルツブルク州から、「アルプスと音楽」という共通の

価値をもつ松本市との交流をさらに進展させるため、今後の友好交流

に関する覚書を締結する提案がありました。 

松本市としては、クラシック音楽や芸術文化の分野をはじめ、観光

や地域振興の面においても協力が期待できることから、ご招待を受け

た来月下旬のザルツブルク音楽祭の開幕式典に合わせて現地を訪問

し、覚書に調印したいと考えています。 

オーストリア政府から寄贈の申し入れがあった、大阪・関西万博パ

ビリオンの螺
ら

旋状オブジェの受入れと合わせ、歴史と未来の架け橋と

なる国際交流の土台づくりを進めてまいります。 

なお、覚書に関連する予算については、この定例会中に提案するよ

うに手続を進めてまいります。 
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 松本市の２０３０年に向けた総合計画は、今年３月に後期計画とな

る第１２次基本計画を策定し、市民とともに理念と政策を具現化する

段階に入っています。 

 そのためには、新たな基本計画の内容をできる限り大勢の市民に

知っていただき、共感を広げていく必要があることから、１５０ペー

ジを超える従来の冊子に加え、主に若い世代を対象とした「見て伝わ

る」ことを重視する概要版と、小中学生に向けた電子版のワークブッ

クを、今月中に作成します。 

 基本計画の表紙には、「豊かさと幸せに 挑み続ける 三ガク都」

というキャッチフレーズが視覚的に伝わるように、３つのガクの漢字

に「松本らしさ」を表す要素を散りばめたロゴをデザインしました。 

松本市の理念を「ひと目で伝える」シンボルとして、現在、本庁舎

に掲示されている懸垂幕をはじめ、職員の名刺や各種の資料に活用し

ていて、今後、市民や学校、事業者にも広く活用していただけること

を検討してまいります。 

 

それでは、ただいま上程された議案について、説明申し上げます。 

 

提案した議案は、条例５件、予算１件、契約４件、財産１件、その

他１件の、合計１２件であります。 

 

はじめに、条例については、国が提供する公的基礎情報データベー

スの利用開始などに伴うもの、出入国管理及び難民認定法に規定する

特定在留カードなどの交付の開始に伴うもの、市民プール等の使用料

の見直しに伴うものなど、条例改正５件を提出しています。 

 

次に、予算では、令和８年度一般会計補正予算１件を提出していま

す。今回の補正予算は、当初予算を編成した後に生じた事由により、

速やかな対応が必要な政策的経費を中心に編成したものです。 

主な歳出は、先ほど申し上げた災害時に旅行者に緊急情報を提供す

るため、松本駅東西自由通路にデジタルサイネージを設置する経費、

３，７５０万円のほか、交通政策の企画立案に向けて、中心市街地の

主要交差点などにＡＩカメラを設置し、人流や交通量の計測と分析を

行う経費として４，０４０万円、部活動の地域展開に伴い、中学校の

テニスコートや吹奏楽器の維持管理方針を決定するための実証事業に

係る経費として１，６９７万円を計上しています。 

一方、歳入では、小学校の給食無償化に係る財源を財政調整基金繰

入金から県負担金に変更するほか、自動車購入時に課税されていた
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「環境性能割」が廃止されたことに伴い、その予算を減額するととも

に、その減収分として国から交付される地方特例交付金を同額増額す

るなど、国の当初予算成立を受けた予算の組み替えを行っています。 

以上によりまして、一般会計は、１億３，３１４万円を追加し、補

正後の予算規模が、前年度同期比４．０パーセント増の１，１５１億  

１，３１４万円となります。また、全会計の補正後の予算規模は  

１，９７８億３，６２８万円で、前年度同期比３．７パーセント増と

なっています。 

 

契約案件については、（仮称）山田地区クラインガルテンの敷地造

成工事や道路整備工事などを行うもの、松本城外堀北東部及び南東部

の浚渫業務を委託するもののほか、市道７５５３号線月見橋下部工工

事の議決更正を行うものなど、議決更正２件を提出しています。 

 

財産では、総合体育館の観覧席の取得に係るものを提出し、その他

の議案としては、道路事故に関する和解１件を提出しています。 

 

議案以外のものでは、令和７年度の繰越明許費繰越計算書などの繰

越４件のほか、松本市が資本金等の２分の１以上を出資している法人

の事業計画など６件を報告しています。また、市長の専決処分事項の

指定にかかわる報告１件を報告しています。 

 

なお、この会期中には、人事案件として、農業委員会委員の任命に

ついて、追加提案する予定です。 

 

以上、本日提案した議案等についてご説明申し上げました。ご審議

のほど、よろしくお願い申し上げます。 

（以 上） 


